
平成２４年度事業報告

自 平成24年４月 １日
至 平成25年３月３１日

１ 会 議
（１）幹 事 会 平成２４年６月２２日（金）
（２）通 常 総 会 平成２４年７月２０日（金）
（３）監 査 平成２５年６月１１日（火）、１３日（木）

２ 事 業

（１）災害対策支援事業
当初、災害時の備蓄品としてブルーシートの購入を予定していたが、再検討の結果、停

電時における照明や電子機器の電力を確保するため、小型発動発電機を購入することとし
たが、内容の大幅な変更であり、単品価格が高額であることから、改めて幹事会に諮るこ
ととし、事業予算を全額次年度へ繰り越すこととした。

（２）建設ふれあい事業
実施団体 (社)栃木県建設業協会宇都宮支部
実 施 日 平成２４年５月２６日（月）、６月３０日（土）
実施場所 下水貯蓄施設築造工事現場（宇都宮市立東小学校敷地内）
参 加 者 約330名（東小学校全校児童、近隣住民）
内 容 下水道事業に対する理解と建設工事へのイメージアップを図るため、学校

敷地内の下水道立坑現場を活用し、現場見学会を開催し地域住民とのふれ
あい活動を実施した。

（３）土木の日事業（土木学会関東支部栃木会と共催）

① 土木学会選奨土木遺産認定授与式
実 施 日 平成２４年１１月１６日（金）
実施場所 ホテルニューイタヤ
参 加 者 約200名
①認定遺産 ｢東京動力機械製造株式会社地下工場跡｣
所 在 地 那須烏山市
管 理 者 株式会社島崎酒造

②認定遺産 ｢栃木県の防空関連施設群｣
所 在 地 宇都宮市、大田原市、那須烏山市、鹿沼市
管 理 者 栃木県農業大学校、那須野が原カントリークラブ、那須烏山市、鹿沼市

② パネルディスカッション
実 施 日 平成２４年１１月１６日（金）
実施場所 ホテルニューイタヤ
参 加 者 約200名
コーディネーター 宇都宮大学大学院工学研究科 教授 森本 章倫 氏
パネリスト 京都大学大学院 教授 藤井 聡 氏

社団法人栃木県建設業協会 副会長 入江 和夫 氏
栃木県県土整備部 次長 福田 一郎 氏

演 題 「近未来に発生する大規模災害への備え」



（４）現場見学会事業 ＜２件＞

① 実 施 校 小山北桜高等学校建築システム課１年生・２年生・３年生
実 施 日 平成２４年６月５日（火）～平成２４年６月６日（水）
実施場所 ・福島県猪苗代方面（喜多方地内の和風建築物探訪）
参 加 者 110名

② 実 施 校 那須清峰高等学校建設工学科１年生
実 施 日 平成２４年９月２１日（金）
実施場所 ・復旧治山工事現場（大田原市赤瀬）

・旧西那須野清掃センター解体撤去工事現場（那須塩原市東遅沢）
参 加 者 40名

（５）クリーンアップ事業（建設業協会各支部主催、ＣＣＩとちぎ後援）＜３件＞

① 実施団体 （社）宇都宮建設業協会
実 施 日 平成２４年３月２７日（火）、５月２３日（水）、７月６日（金）、

９月５日（水）、１１月２２日（木）
実施場所 宇都宮市内大通り、一級河川田川
参 加 者 延べ223名

② 実施団体 （社）栃木県建設業協会塩谷支部
実 施 日 平成２４年１１月１７日（土）
実施場所 一般国道４６１号、主要地方道矢板那須線、道の駅やいた
参 加 者 63名

③ 実施団体 （社）栃木県建設業協会那須支部
実 施 日 平成２４年１１月２日（金）、１１月２０日（火）
実施場所 一般国道４００号、４６１号、県道西那須野那須線他
参 加 者 延べ193名

（６）講師派遣事業 ＜３件＞

① 実 施 校 今市工業高等学校 建設科２年生
実 施 日 平成２４年１０月１６日（火）
内 容 インターンシップのための安全教育
参 加 者 38名
講 師 建設業労働災害防止協会 藤田 稔 氏

② 実 施 校 宇都宮工業高等学校 建築デザイン科２年生、環境設備科２年生、
環境土木科２年生

実 施 日 平成２４年１０月１６日（水）
参 加 者 118名
内 容 建設業における安全教育及びインターンシップの心構え
講 師 建設業労働災害防止協会 森戸 明 氏

③ 実 施 校 真岡工業高等学校 建設科２年生
実 施 日 平成２４年１０月３１日（水）
参 加 者 38名
内 容 インターンシップのための安全教育
講 師 建設業労働災害防止協会 森戸 明 氏



（７）広報事業 ＜６件＞

【地域とのふれあい事業】

① 主 催 者 余笹川流域連携ネットワーク
実 施 日 平成２４年７月７日（土）
実施場所 那須町余笹川ふれあい公園
参 加 者 約350名
内 容 毎年恒例の記念行事「川はともだち～川の日記念事業～」において、地域

住民や子供たちが「かわ」とふれあい、「かわ」への愛着感を持っていた
だくことを目的として、各種イベント（ますのつかみ取り、河川清掃、建
設機械搭乗体験等）を実施した。

② 主 催 者 （社）栃木県建設業協会塩谷支部
実 施 日 平成２４年１１月１７日（土）
実施場所 道の駅やいた 多目的広場
参 加 者 約50名
内 容 除雪作業等の写真パネルを展示し、地域建設業の重要性をＰＲするととも

に、展示した建設重機へのちびっ子体験乗車等を実施し地域とのふれあい
活動を実施した。

【総合学習支援事業】

① 主 催 者 （社）栃木県建設業協会青年経営者連合会下都賀支部
実 施 日 平成２４年１０月１７日（水）
実施場所 栃木市立藤岡小学校
参 加 者 約80名
内 容 建設業の重要性について、小学生にも理解が得られるようクイズ形式の授

業や建設機械搭乗体験、測量機器（レベル）使用体験を実施した。
② 主 催 者 （社）栃木県建設業協会青年経営者連合会鹿沼支部

実 施 日 平成２５年２月２８日（木）
実施場所 鹿沼市立粕尾小学校
参 加 者 約50名
内 容 建築物の耐震のしくみと重要性について、小学生にも理解が得られるよう

紙で作成した建築物の模型を用いて授業を実施した。
【開通式典】

① （国）121号 板橋ＢＰ開通プレイベント事業
主 催 者 みちと地域のふれあい祭り実行委員会
実 施 日 平成２４年１１月１０日（土）
実施場所 板橋バイパス新高架橋
参 加 者 約150名
内 容 舗装前の工事現場へ地元の園児・児童を招き、新高架橋の橋面にクレヨン

でのお絵かき体験や高所作業車の試乗体験を実施し、地域とのふれあい活
動を実施した。

② 主要地方道宇都宮那須烏山線 高瀬トンネル開通式
主 催 者 栃木県烏山土木事務所
実 施 日 平成２４年１２月２２日（土）
実施場所 那須烏山市 高瀬トンネル西側抗口
参 加 者 約200名
内 容 公共事業のＰＲパネルの掲示やトンネル工事の経過写真等を掲示し、建設

業の重要性についての啓発活動を実施した。



（８）スマイル一声運動
建設業のイメージアップの向上を図るため、昨年度作製したスマイルポスターを４千枚

増刷し、各事業所に配布・掲示するとともに、工事現場周辺の住民等に対し笑顔でのあい
さつを励行した。



（ 単位： 円）

科　 目  細　 　 　 　 　 　 　 目 予算額( a) 決算額( b) 差額（ b-a) 備　 　   　 　 考

負担金 　 1, 980, 000 1, 980, 000 0 　

・ ( 社) 栃木県建設業協会 756, 000 756, 000 0 　

・ ( 社) 栃木県舗装協会 173, 000 173, 000 0 　

・ ( 社) 栃木県造園建設業協会 87, 000 87, 000 0 　

・ 栃木県法面保護施設業協会 32, 000 32, 000 0 　

・ 栃木県安全施設業協会 32, 000 32, 000 0 　

・ ( 公財) と ちぎ建設技術センタ ー 540, 000 540, 000 0 　

・ 栃木県 360, 000 360, 000 0 　

交付金 　 800, 000 700, 000 △ 100, 000 　

・ 東日本建設業保証㈱ 800, 000 700, 000 △ 100, 000 　

雑収入 　 167 450 283 　

・ 雑収入 167 450 283 預金利子

2, 780, 167 2, 680, 450 △ 99, 717 　

2, 016, 833 2, 016, 833 0 　

4, 797, 000 4, 697, 283 △ 99, 717 　

　 （ 単位： 円）

科　 目 細　 　 　 　 　 　 　 目 予算額( a) 決算額( b) 差額（ b-a) 備　 　   　 　 考

事務局費 　 317, 000 102, 500 △ 214, 500 　 　 　 　 　 　

・ 需用費 137, 000 0 △ 137, 000

・ 負担金 50, 000 50, 000 0 土木学会負担金等

・ 役務費 130, 000 52, 500 △ 77, 500 サーバー管理費( 4月～8月)

会議費 　 120, 000 48, 555 △ 71, 445 　 　 　 　 　 　

・ 総会費 100, 000 46, 855 △ 53, 145 会場使用料等　 　

・ 幹事会費 20, 000 1, 700 △ 18, 300 飲物代

事業費 　 4, 355, 000 2, 164, 390 △ 2, 183, 535 　 　 　 　 　 　

・ 災害対策支援事業 500, 000 0 △ 500, 000

・ 建設ふれあい事業 300, 000 300, 000 0

・ 土木の日事業 650, 000 409, 115 △ 240, 885

・ 現場見学会事業 400, 000 174, 865 △ 225, 135

・ ク リ ーンアッ プ事業 1, 200, 000 624, 575 △ 575, 425

・ 講師派遣事業 105, 000 60, 525 △ 44, 475

・ 広報事業 1, 100, 000 502, 385 △ 597, 615

・ ス マイ ル一声運動事業 100, 000 92, 925 △ 7, 075

予備費 　 5, 000 0 △ 5, 000 　 　 　 　 　 　

・ 予備費等 5, 000 0 △ 5, 000

4, 797, 000 2, 315, 445 △ 2, 481, 555

0 2, 381, 838次期繰越額

２ 　 支出の部

1 収入の部

平  成  ２ ４   年  度  収  支  決  算  書

前期繰越収支差額

収入合計

当期収入合計

（ 平成２ ４ 年４ 月１ 日から 平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

当期支出合計
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